
一
点

二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

七

点

十
点

《

互
選
句
》

〈

選
句
〉

〈

投
句
〉

〈
出
席
者

〉

〈

選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ア
ガ
パ
ン
サ
ス
愛
は
さ
ま
ざ
ま
夏
の
風

崩
し
方
思
案
し
て
を
り
か
き
氷

身
に
堪
（

こ
た
）

ふ
か
ん
か
ん
照
り
に
梅
雨
の
冷

新
樹
光
辞
儀
も
は
つ
ら
つ
散
歩
道

と
ぐ
ろ
巻
き
児
ら
を
睨
（

ね
）

め
つ
く
青
大
将

西
瓜
切
る
甘
み
ほ
ど
良
き
大
き
さ
で

立
ち
話
し
つ
つ
桑
の
実
む
し
り
食
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
（

季
重
な
り
）

大
南
風
（
お
お
は
え
）

に
ボ
ラ
待
ち
や
ぐ
ら
揺
れ
る
能
登

稽
古
終
へ
宗
右
衛
門
町
の
う
な
ぎ
食
ぶ

裂
織
（

さ
き
お
り
）

や
埋
め
込
む
古
布
に
薄
暑
光

羽
化
の
刻
待
つ
黒
揚
羽
擬
態
し
て

延
着
の
夏
の
マ
ス
ク
と
な
り
に
け
り

黒
鯛
（

ち
ぬ
）

煮
る
や
大
鍋
傾
げ
煮
汁
掛
け

休
館
の
続
く
図
書
館
梅
雨
に
入
る

滑
舌
の
悪
い
噺
家
梅
雨
し
と
ど

紫
陽
花
の
揺
れ
て
雨
待
つ
風
情
か
な

女
王
か
な
見
る
も
食
み
る
も
さ
く
ら
ん
ぼ

を
み
な
ご
ら
柘
榴
の
花
の
下
に
あ
り

膝
つ
き
て
蛍
袋
を
の
ぞ
き
込
み

睡
蓮
の
呪
縛
解
か
れ
て
咲
き
に
け
り

紫
陽
花
や
ふ
と
立
ち
止
ま
る
好
き
な
色

六
月
や
子
等
嬉
々
と
し
て
初
登
校

紫
陽
花
を
何
度
も
く
ぐ
り
し
と
ど
濡
れ

　
鎌
倉
の
あ
じ
さ
い
寺
に
て

茄
子
の
花
夕
餉
の
匂
ひ
満
つ
る
路
地

居
を
出
で
よ
六
根
清
浄
夏
来
る

青
葉
闇
本
と
写
真
の
捨
て
処

梅
雨
晴
間
川
辺
に
響
く
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト

暮
れ
方
の
杜
蝙
蝠
の
空
と
な
る

老
鶯
の
一
声
渡
り
山
し
ず
か

宅
配
の
ベ
ル
は
二
度
鳴
る
夕
立
雲

荒
梅
雨
や
時
に
心
も
雨
や
ど
り

母
逝
き
て
ど
く
だ
み
匂
ふ
蔵
整
理

く
ち
な
し
や
は
か
な
き
が
故
無
垢
の
白

父
逝
く
や
我
が
娘
に
会
へ
ず
梅
雨
に
入
る

　
横
田
滋
さ
ん

つ
ゆ
空
に
や
っ

と
始
ま
る
一
年
生

人
気
な
き
墓
苑
の
角
の
花
デ
イ
ゴ

　
千
鳥
ヶ

淵
・
戦
没
者
霊
苑

我
が
腰
へ
魔
女
の
一
撃
梅
雨
晴
間

空
梅
雨
や
弾
む
声
あ
り
時
差
登
校

天
空
へ
咲
き
の
ぼ
り
ゆ
く
立
葵

梅
雨
冷
え
や
小
屋
の
灯
つ
か
ぬ
芝
居
小
屋

清
閑
の
日
々
を
籠
り
て
花
は
葉
に

日
の
余
熱
あ
る
赤
茄
子
を
捥
ぎ
に
け
り

髪
洗
ふ
妻
愛
ほ
し
き
癌
病
棟

坪
庭
と
風
共
に
し
て
夏
座
敷

洞
窟
は
時
停
め
し
ま
ま
沖
縄
忌

◎
は
孤
舟
選
者
の
選

五
郎
太

孤
舟

仝 仝
紀
久
男

そ
ら
お

天
牛

仝
け
い
子

仝
啓
子

昇
堂
哉

仝 仝
恵
洲

千
恵
仝

五
郎
太

孤
舟

仝
忠
彦

そ
ら
お

啓
子

仝
び
ん

五
郎
太

孤
舟

忠
彦

仝
盛
雄

け
い
子

亜
也

千
恵

た
だ
し
げ

五
郎
太

仝
健
介

孤
舟

紀
久
男

び
ん

孤
舟

規
雄

啓
子

盛
雄

（

孝
）

（

啓
）

（

龍
）

(

孤
）

（

龍
）

（

孝
）

（

紀
・
龍
）

（

啓
・
三
）

（

紀
・
浩
）

（

眞
・
び
）

（

紀
・
弘
）

（

紀
・
弘
）

（

弘
・
浩
）

（

隆
・
正
）

（

紀
・
三
）

（

た
・
正
）

（

堅
・
龍
）

（

紀
・
び
）

（

紀
・
孤
）

（

紀
・
三
）

（

千
・
龍
）

（

紀
・
く
）

（

紀
・
啓
）

（

紀
・
正
・
浩
）

（

堅
・
紀
・
三
）

（

眞
・
孤
・
啓
）

（

千
・
充
・
隆
）

（

紀
・
五
・
び
）

（

堅
・
紀
・
く
）

（

孤
・
千
・
堂
・
び
）

（

孤
・
五
・
た
・
浩
）

（

眞
・
紀
・
五
・
び
）

（

堅
・
紀
・
た
・
孝
）

（

孤
・
敏
・
堂
・
隆
）

（

紀
・
孤
・
敏
・
隆
）

（

紀
・
孤
・
孝
・
浩
）

（

紀
・
千
・
敏
・
充
）

（

紀
・
弘
・
た
・
く
）

（

堅
・
孝
・
隆
・
啓
）

（

た
・
充
・
正
・
三
）

（

紀
・
孤
・
た
・
孝
・
敏
）

（

紀
・
弘
・
堂
・
正
・
啓
・
三
）

（

眞
・
紀
・
敏
・
堂
・
隆
・
充
・
び
）

（

孤
・
五
・
千
・
龍
・
堂
・
充
・
正
）

　
充
・
啓
）

（

堅
・
眞
・
紀
・
孤
・
五
・
弘
・
敏
・
堂
・

 
 
 
 
 
 
第
四
百
十
回
　
青
葉
会

長
谷
見
び
ん
　
早
川
充
章
　
福
島
正
明
　
星
田
啓
子
　
松
崎
浩
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

赤
田
　
堅
　
安
部
眞
希
子
　
小
西
弘
子
　
重
枝
孝
岳
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
土
谷
堂
哉
　
橋
口
隆

　
　
　
令
和
二
年
六
月
二
十
五
日
（

木
）

午
后
一
時
半
～

五
時
　
於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

会
議
室

中
川
雅
夫
　
長
谷
見
び
ん
　
古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
山
田
け
い
子
　
山
内
天
牛

伊
賀
山
そ
ら
お
　
柿
﨑
忠
彦
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
豊
田
ゆ
た
か

今
井
紀
久
男
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
在
間
千
恵
　
佐
藤
た
だ
し
げ

川
口
孤
舟

渡
邊
盛
雄



お
ひ
ね
り
や
子
役
の
見
得
に
夏
芝
居

　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼

日
除
け
せ
し
廚
で
つ
く
る
中
華
そ
ば

新
聞
に
ラ
ッ

キ
ョ

五
キ
ロ
も
漬
け
た
「

声
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

美
女
柳
が
夏
の
季
語
）

そ
の
風
情
雲
鬢
花
顔
（

う
ん
び
ん
か
が
ん
）

美
女
柳

南
国
の
オ
ー

シ
ャ

ン
ビ
ュ
ー

や
明
易
し

賑
い
の
絶
え
し
寺
町
濃
紫
陽
花

桜
桃
忌
酸
い
も
甘
い
も
昭
和
か
な

ど
く
だ
み
は
我
に
歌
ふ
や
並
び
ゆ
れ

「

生
」

追
え
ば
老
鶯
鳴
け
り
壷
中
天

ひ
さ
び
さ
の
ア
リ
ア
に
し
び
れ
夏
の
夕

待
ち
わ
び
し
出
湯
に
憩
ふ
夏
夕
べ

銀
の
匙
磨
き
揃
へ
し
梅
雨
晴
れ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

上
五
→

　
←

下
五
）

土
佐
の
酒
叔
父
貴
と
交
わ
す
初
鰹

澄
ん
だ
空
青
葉
若
葉
が
目
に
し
み
る

ゆ
る
抜
け
ば
田
植
え
の
準
備
忙
（

せ
は
）

し
な
く

雨
あ
が
り
ア
ジ
サ
イ
寺
の
今
日
の
色

梅
雨
晴
間
心
弾
み
て
ス
ト
レ
ッ

チ

待
ち
わ
び
た
野
球
始
ま
る
梅
雨
最
中

仝
天
牛

啓
子

昇 仝
び
ん

雅
夫

雅
夫

仝
ゆ
た
か

仝
堂
哉

仝 仝

た
だ
し
げ

仝
千
恵

(

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

浩
）

（

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

千
）

（

紀
）

（

く
）

(

紀
）

（

五
）

（

く
）

（

く
）

　
　
　
令
和
二
年
　
七
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
　
紀
久
男

　
　
　
　
　
漢
俳
を
マ
ス
タ
ー

さ
れ
独
・
仏
・
西
・
韓
・
露
の
五
か
国
語
勉
強
中
の
由
。

間
質
性
肺
炎
で
在
宅
治
療
中
の
由
）

　
　
　
　
　
む
も
ん
い
つ
き
）

昭
和
三
十
六
年
入
社
、

香
港
駐
在
等
。
「

萩
」

の
幹
部
→
「

銀
漢
」
、

国
際
俳
句
交
流
協
会
々
員
。

　
　
　
　
　
回
覧
は
眞
希
子
さ
ん
か
ら
の
F
a
x
（

万
里
子
先
生
の
近
況
等
）
、

社
友
の
新
居
齋
さ
ん
（

俳
号
・
無
聞
斎

　
　
　
　
　
五
郎
太
さ
ん
進
行
役
で
　
ご
覧
の
よ
う
に
盛
雄
さ
ん
、

啓
子
さ
ん
、

規
雄
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。

　
　
　
　
　
田
部
修
司
さ
ん
か
ら
の
大
吟
醸
「

同
期
の
桜
」
（

江
田
島
）

と
お
か
き
を
賞
味
し
つ
つ
開
始
。

　
　
一
、

　
自
粛
要
請
が
解
か
れ
三
か
月
ぶ
り
の
句
会
。

コ
ロ
ナ
用
心
の
為
、

出
席
は
孤
舟
選
者
始
め
5
名
。

投
句
は

　
　
　
　
　
長
谷
見
敏
さ
ん
ら
1
5
名
。

千
恵
さ
ん
寄
贈
の
純
吟
「

蓬
莱
」
（

飛
騨
）

小
生
持
参
・
・
広
島
の
社
友
、

　
　
病
状
の
メ
ー

ル
刻
々
冴
返
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眞
希
子

　
　
跪
き
看
護
士
問
診
春
暖
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
菜
の
花
や
仕
事
無
き
日
の
日
に
二
食
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
初
蝶
に
弾
ま
す
チ
ッ

プ
リ
ハ
ビ
リ
へ
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
初
雛
を
い
ま
見
て
来
し
と
い
ふ
ル
ー

ジ
ュ

　
　
　
　
弘
　
子

　
　
叱
り
つ
つ
恋
猫
入
れ
て
戸
の
閉
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
茹
で
た
て
の
そ
ら
豆
話
何
だ
っ

け
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
●
次
回
青
葉
会

▲
当
季
雑
詠
各
自
五
句
　
投
句
は
三
句
ま
で

七
月
二
十
二
日
（

水
）

午
后
一
時
半
～

五
時
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

会
議
室

　
　
令
和
二
年
六
月
 
青
葉
会
報

　
　
三
、

人
気
T
V
プ
レ
バ
ト
よ
り
　
　
兼
題
「

お
ひ
ね
り
」
（

五
月
二
十
八
日
放
映
）

満
月
を
涼
し
く
上
げ
て
独
り
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
充
　
章

梔
子
の
香
の
ま
と
ひ
つ
く
闇
夜
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

夏
蜜
柑
食
べ
る
前
か
ら
唾
溜
め
て
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

赴
任
地
は
富
士
見
ゆ
る
町
新
茶
酌
む
　
　
　
　
　
　
盛
　
雄

気
散
じ
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
や
夕
焼
雲
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

梔
子
や
ま
だ
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
　
　
　
　
　
健
　
介

梔
子
や
い
つ
も
笑
顔
の
母
な
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

旦
那
衆
の
木
遣
り
先
頭
夏
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

朝
な
夕
な
姿
み
せ
ず
に
ほ
と
と
ぎ
す
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
ー
ー

き
さ
ら
ぎ
句
会
6
月

梅
沢
富
美
男

　
　
　
　
→

お
ひ
ね
り
の
飴
よ
硬
貨
よ
夏
芝
居
　
（

夏
井
い
つ
き
　
の
添
削
）

　
　
二
、

関
係
者
近
詠

　
　
花
の
枝
に
あ
ん
ず
と
書
か
れ
札
下
が
る
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
菜
の
花
を
抜
け
て
真
砂
女
の
越
え
し
海
　
　
　
　
　
青
　
史

　
　
残
る
鴨
つ
が
ひ
の
間
（

あ
い
）

に
節
度
あ
り
　
　
　
　
仝

　
　
鶴
帰
る
長
生
き
わ
れ
に
吉
事
（

よ
ご
と
）

な
し
　
　
　
仝

　
　
病
室
に
誰
が
心
延
へ
薔
薇
一
輪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
ー
ー
「

森
の
座
」

６
月
号

　
　
蚕
豆
の
ひ
と
粒
皿
に
残
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
規
　
雄

　
　
　
ー
ー
「

N
H
K
俳
句
」

7
月
号
　
西
村
和
子
選

真
夜
中
の
守
宮
（

や
も
り
）

の
腹
の
白
さ
か
な
　
　
正
　
明

戦
（

た
た
か
ひ
）

の
不
気
味
な
匂
ひ
七
変
化
　
　
　
　
仝

梔
子
（

く
ち
な
し
）

や
夜
の
帳
（

と
ば
り
）

が
重
く
な
る
　
仝



20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
蒼
穹
へ
合
掌
を
解
く
白
木
蓮

小
鳥
着
て
森
の
や
さ
し
く
な
り
に
け
り

雪
無
音
旧
約
聖
書
繙
き
ぬ

楊
貴
妃
に
な
り
き
っ

て
ゐ
る
菊
人
形

謂
れ
な
き
御
手
討
に
遭
ふ
ご
き
か
ぶ
り

シ
ナ
ト
ラ
の
ド
ー

ナ
ツ
盤
や
冬
銀
河

ネ
ク
タ
イ
を
外
し
な
さ
い
よ
四
十
雀

縄
張
り
の
う
ぐ
ひ
す
既
に
ナ
ル
シ
ス
ト

狐
火
や
宵
の
陣
屋
の
座
敷
牢

軒
下
の
写
楽
の
顎
の
唐
辛
子

本
心
を
衝
か
れ
扇
子
の
風
止
む
る

ハ
ン
モ
ッ

ク
風
の
機
嫌
を
聞
い
て
を
り

紅
型
の
花
鳥
ち
り
ば
め
ア
ロ
ハ
シ
ャ

ツ

春
満
月
陶
の
狸
と
酌
む
と
せ
む

淡
き
日
を
曳
き
さ
走
り
の
み
そ
さ
ざ
い

背
負
ふ
べ
き
も
の
未
だ
知
ら
ず
青
鷹

し
ぐ
る
る
や
出
家
ご
こ
ろ
の
捨
て
切
れ
ず

黎
明
の
杜
裂
帛
の
鵙
の
こ
ゑ

鷹
渡
る
結
願
寺
の
五
重
塔

秋
虹
の
脚
Ｄ
５
１
の
遠
汽
笛

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21
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